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主定理 Gを有限型の線形超り一群とする。超多様体上のG構造の同値問題は有限回の延長で {e} 構
造(完全平行性)の同値問題に帰着される。乙乙 i乙 {e }は単位群を表す。
超多様上の微分幾何学は，実数体上のベクトノレ空聞に対する線形代数をクーラスマン代数 上の Z2 次数
付き加群に対するものに置き換える乙とで，通常の多様体上の微分幾何学と平行した展開が可能である。















OS p (rnln) 構造であるという事実から従う。乙の結果，超多様体の場合lとも通常の多様体の場合同様






超多様体( superrnanifold) の理論は，通常の多様体の出発点である基礎体R とR-加群をR 上のグ
ラスマン代数d と Z2 次数っき d 一加群に置き換えて，拡大された基盤から出発する。乙れより，その上
の微分可能関数・接ベクトル・微分可能写像等の概念が導かれ，超多様体上の幾何学が展開していく。
通常の多様体上の微分幾何学では，研究の対象となる構造が，多様体の枠束 (bundle of fr a rne s ) 
の構造群GL(rn.R)をそのリ一部分群Gへ縮小 (reduct i on )したものとして与えられる乙とが多く，
乙うした立場から. G構造の理論が展開されてきた。
本論文では，始めに. rnln 次元超多様体M上の超 G構造の概念が導入される。 Mの枠束はMの接バン
ドノレの主ファイパ一束で，超線形リ一群 GL(rnln..A) を構造群とする。 G をこの群の超リ一部分群と
し，主ファイパ一束の構造群のG への縮小が与えられたとき，乙れをMの超G構造と呼ぶ。同じ次元の超
多様体上の超G構造がいつ同形となるかを問題にする。
G がadmissi ble のとき，超線形リ一群としてのGの延長d 1 ) と，び 1) を構造群とする新たな主ファイ
パ一束が構成され，超G(l)構造を与える。始めの超G構造の局所同値問題が，新し b、延長での超d 1 ) 構造
のそれと同等である乙とが示される。 G~L対し，有限回の延長で.0同= {e} となるとき .Gは有限型と
呼ばれる。乙のとき，始めの超G構造の局所同値問題は，有限回の延長lとより，完全平行性の問題に帰着
される乙とが示される。
通常のリーマン計量に対応する，超リーマン計量の構造群OSp (mln) は有限型であり，乙れに対応す
る定曲率空間は局所推移的で，上記の結果を適用して，乙れらの空間の局所的分類が与えられた。
超多様体上の幾何は表面的には通常の多様体の場合と同様に展開されていくが，その数学的定式化・定
理の証明等には，特有の困難さを伴う。藤尾君の本研究は，乙れらの諸点を解決し，超多様体の微分幾何
学に重要な成果をもたらし乙の方面の研究に寄与する所大であり，理学博士の学位論文として十分価値
あるものと認める。
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